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年

頭

ご
挨

拶

福寿草 

社
団
法
人 

徳
島
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会 

 
 
 
 
 

会
長 

中
岸
雅
夫 

 
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
新
年
明
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

平
成
二
十
三
年
は
ス
タ
ー
ト
か
ら
Ｃ
Ｐ
最
高
値
で
始

ま
り
、
本
年
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
引
き

続
き
い
く
つ
か
の
課
題
に
対
し
、
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
当
面
の
課
題
と
し
て
は
①
原
料

費
調
整
制
度
の
導
入
②
営
業
力
の
強
化
③
保
安
の
高
度

化
の
３
つ
と
思
わ
れ
ま
す
。
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
①
に

つ
い
て
は
昨
年
九
月
の
（
社
）
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
の
理

事
会
席
上
に
於
い
て
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
岡
村
企
画
官

の
挨
拶
の
中
で
、「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
小
売
価
格
は
下
方
硬
直

性
が
あ
り
超
過
利
潤
が
存
在
す
る
」
と
発
言
さ
れ
ま
し

た
。
要
す
る
に
、
仕
入
の
上
下
に
対
し
、
上
が
れ
ば
転
嫁

し
上
げ
る
け
ど
、
下
が
っ
た
時
に
下
げ
て
い
な
い
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
本
来
自
由
料
金
で
あ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

価
格
に
つ
い
て
、
行
政
担
当
者
が
言
及
し
た
事
に
物
議
を

醸
し
出
し
て
お
り
ま
す
が
、
お
客
様
目
線
か
ら
す
る
と
、

や
は
り
透
明
性
の
あ
る
料
金
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
方
法
と
し
て

は
、
原
料
費
調
整
制
度
の
導
入
が
ベ
タ
ー
と
な
り
ま
す
。

次
に
営
業
力
の
強
化
で
す
が
、
電
化
の
脅
威
は
年
々
厳

し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
直
近
１
年
間
の
新
築
オ
ー
ル
電

化
率
は
９
０
％
と
な
り
、
四
国
の
中
で
徳
島
が
ト
ッ
プ
と

い
う
状
態
で
す
。
こ
の
状
況
に
対
処
す
る
に
は
、
ま
ず
お

客
様
宅
へ
訪
問
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
、

そ
し
て
提
案
（
特
に
燃
転
）
営
業
を
行
い
、
単
位
消
費
量

を
上
げ
る
こ
と
に
全
力
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

最
後
に
、
保
安
の
高
度
化
で
す
が
、
調
査
点
検
は
じ
め

期
限
管
理
を
徹
底
し
、
期
限
内
取
替
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
そ
の
際
、
高
圧
ホ
ー
ス
に
つ
い
て
は
ガ

ス
放
出
防
止
型
の
高
圧
ホ
ー
ス
に
取
り
替
え
、
来
る
べ
き

南
海
地
震
に
備
え
、
二
次
災
害
へ
の
対
応
並
び
に
早
期
復

旧
体
制
を
確
立
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は

業
務
用
ユ
ー
ザ
に
対
す
る
保
安
啓
蒙
を
図
り
、
特
に
Ｃ
Ｏ

対
策
に
万
全
を
期
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

協
会
と
し
て
は
こ
れ
ら
会
員
の
課
題
を
支
援
す
る
こ

と
を
念
頭
に
置
き
、
一
般
社
団
法
人
移
行
と
い
う
課
題
を

今
年
の
重
点
課
題
と
し
て
対
応
し
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。
変
革
期
の
真
っ
只
中
に
我
々
は
い
ま
す
が
、
何
と

か
こ
の
時
期
を
乗
り
越
え
て
い
か
ね
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
本
年
も
協
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。 

■
報
告
事
項 

① 

ガ
ス
コ
ラ
ボ
四
国
２
０
１
０
メ
ラ
メ
ラ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
実
績
報
告
案
に
つ
い
て 

② 

平
成
二
十
三
年
度
講
習
・
検
定
計
画
に
つ
い
て 

③ 

オ
ー
ル
電
化
対
策
チ
ラ
シ
の
制
作
に
つ
い
て 

※
【
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
編
】
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
、
申
込

締
切
後
も
受
け
る
の
で
積
極
的
な
活
用
の
お
願
い 

④ 

第
４
四
半
期
の
行
事
予
定
に
つ
い
て 

⑤ 

部
会
活
動
状
況
報
告
・
事
業
進
捗
状
況
に
つ
い
て 

⑥ 

新
公
益
法
人
へ
の
移
行
に
つ
い
て 

⑦ 

そ
の
他 

議
案
及
び
報
告
事
項
に
つ
い
て
、 

詳
し
く
は
協
会
事
務
局
ま
で 

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

■
議
案
審
議 

第
１
号
議
案 

脱
会
届
の
承
認
に
つ
い
て 

第
２
号
議
案 

平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
策
定
方
針

に
つ
い
て 

新
規
事
業
に
つ
い
て
は
【
配
送
コ
ン
テ
ス
ト
、
お
客
様

相
談
セ
ミ
ナ
ー
、
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
販
売
促
進
事
業
、
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
導
入
促
進
対
策
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
１
販
売
店
１
台
運

動
、
経
営
講
習
会
（
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
導
入
促
進
促
進
講
習

会
）、
地
震
時
等
メ
ー
タ
ー
等
操
作
ス
テ
ッ
カ
ー
配
布
、

ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス
設
置
促
進
事
業
、
緊
急
支

援
物
資
供
給
訓
練
、
ガ
ス
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
推
進
事
業
】
今
後
、
関
係
の
部
会
・
委
員
会
で
内
容
を

整
理
し
て
い
く
旨
を
説
明
。 

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

理
事
・
監
事
・
支
部
長 

合
同
会
議 

開
催 

平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
一
日
（
金
）
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ド
パ
レ
ス
徳
島
に
お
い
て
、
理
事
・
監
事
・
支
部
長
合
同

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 
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平
成
二
十
二
年 

秋
の
叙
勲 

旭
日
雙
光
章
受
章 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

宮
﨑
武 

宮
崎
商
事
㈱
代
表
取
締
役
会
長 

害
発
生
時
の
対
策
と
し
て
災
害
時

の
対
応
啓
発
チ
ラ
シ
の
制
作
、
ガ

ス
放
出
防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス
の
設

置
促
進
、徳
島
県
と
の
間
で｢

災
害

時
に
お
け
る
応
急
生
活
物
資
の
供

給
に
関
す
る
協
定
書｣

締
結
等
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
た

こ
と
は
、
会
員
各
位
の
記
憶
に
も 

当
協
会
の
第
２
５
代
・
第
２
６
代
会
長
で

現
在
協
会
の
相
談
役
の
宮
﨑
武
氏(

宮
崎
商

事
㈱
代
表
取
締
役
会
長)

が
、
平
成
二
十
二

年
秋
の
叙
勲
に
際
し
永
年
に
わ
た
る
中
小

企
業
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
功
に
よ
り
、
旭
日

双
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

昭
和
六
十
三
年
に
当
協
会
の
理
事
に
就

任
し
て
以
来
、
副
会
長
、
会
長
を
務
め
ら
れ

る
な
ど
、
永
年
に
わ
た
り
協
会
の
円
滑
な
運

営
と
業
界
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

会
長
在
任
中
の
平
成
十
五
年
度
か
ら
十

八
年
度
の
間
に
は
、
オ
ー
ル
電
化
対
策
と
し

て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
冊
子
の
制
作
、
ガ
ス
展
の

開
催
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
大
規
模
災

新
し
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
県
内
の

簡
易
ガ
ス
事
業
の
分
野
に
お
い
て
も
事
業

協
同
組
合
を
設
立
し
積
極
的
な
事
業
展
開

に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

当
協
会
役
員
の
叙
勲
は
、
平
成
十
年
春
の

赤
星
光
雄
氏
以
来
の
こ
と
と
し
て
、
中
岸
会

長
、
岸
田
理
事
、
高
縄
忠
德
・
簡
易
ガ
ス
協

会
四
国
支
部
長
な
ど
５
名
が
受
賞
記
念
祝

賀
会
発
起
人
会
を
立
ち
上
げ
、
平
成
二
十
二

年
十
二
月
二
十
二
日
に
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン

ト
徳
島
に
お
い
て
、
徳
島
県
知
事
・
飯
泉
嘉

門
氏
、(

社)

エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
・
川
本
宜

彦
会
長
、(

社)

日
本
簡
易
ガ
ス
協
会
・
北
嶋

一
郎
会
長
等
を
ご
来
賓
に
迎
え
、
県
内
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
事
業
者
は
も
と
よ
り
、
受
章
者
ご
本
人

 １等 ２等 ３等 

徳島県 59 78 391

高知県 33 44 222

香川県 39 52 256

愛媛県 77 103 517

四国ガス 92 123 614

合 計 300 400 2,000

 

と
親
交
の
深
い
四
国
内
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協

会
会
長
を
は
じ
め
県
内
外
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
関

係
者
、
ガ
ス
機
器
メ
ー
カ
ー
等
２
０
５
名
が

出
席
し
受
章
の
栄
誉
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
一
日
、
標
記
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
抽
選
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
県
内
９
０
事
業
所
の
参
加
を
得
、
１

６
，
３
８
３
枚
の
抽
選
ハ
ガ
キ
が
応
募
さ
れ

ま
し
た
。
景
品
に
つ
い
て
は
、
１
等
（
現
金

１
万
円
）
５
９
本
、
２
等
（
高
級
地
元
米
７

ｋ
ｇ
）
７
８
本
、
３
等
（
商
品
券
１
，
０
０

０
円
）
３
９
１
本
が
当
協
会
に
配
分
さ
れ
、

厳
選
な
抽
選
の
結
果
、
各
当
選
者
が
決
定
し

ま
し
た
。 

ガ
ス
コ
ラ
ボ
四
国 

２
０
１
０
メ
ラ
メ
ラ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

徳
島
県
内 

抽
選
結
果 

 

な
お
、
平
成
二
十
三
年
度
の
ガ
ス
コ

ラ
ボ
四
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
当
協
会
が

事
務
局
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
今
年
度
の
当
選
者
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
も
と
に
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内

容
を
よ
り
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
会
員
各
位
の
積
極
的
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

平
成
二
十
二
年
度 

国
家
試
験 

結
果 

平成 22 年 11 月 14 日に実施した国家試験の結果報告を致します 

試験の種類 出願者数 受験者数 合格者数 合格率 

乙種化学 ２６ ２５ １１ 44.0％

丙種化学(液石) ２５ ２２ １０ 45.5％

丙種化学(特別) ３７ ３７ ２２ 59.5％

乙種機械 ３２ ３０ １３ 43.3％

第二種冷凍機械 ２１ １６ ６ 37.5％

第三種冷凍機械 ３４ ３０ １５ 50.0％

第一種販売 ２４ ２４ １５ 62.5％

第二種販売 ６０ ５５ ３６ 65.5％

液化石油ガス設備士 １１ １０ ３ 30.0％

合計 ２７０ ２４９ １３１ 52.6％

※設備士の出願者・受験者数には昨年度不合格による今年度再受験者１名含む 
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■
配
送
コ
ン
テ
ス
ト 

容
器
配
送
車
の
現
場
到

着
か
ら
、
充
填
容
器
の
荷
降
ろ
し
か
ら
残
ガ

ス
容
器
の
積
込
、
お
客
様
へ
の
報
告
等
の
一

連
の
工
程
を
審
査
し
評
価
す
る
。■
お
客
様
相

談
所
セ
ミ
ナ
ー 

お
客
様
相
談
所
の
寄
せ
ら
れ

た
内
容
を
基
に
、
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
の

た
め
の
販
売
事
業
者
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ

ー
及
び
周
知
指
導
を
行
う
。
■
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ

販
売
促
進
事
業 

エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
販
売
に
係
る

優
良
従
業
員
の
協
会
長
表
彰
制
度
を
設
け

る
。
■
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
導
入
促
進
対
策 

エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
を
事
業
者
自
ら
が
率
先
し
て
導
入

す
る
こ
と
を
推
進
す
る
た
め
「
１
販
売
店
１

基
運
動
」等
を
促
進
す
る
。■
経
営
講
習
会（
営

業
ノ
ウ
ハ
ウ
）エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
及
び
エ
ネ
フ
ァ

ー
ム
に
つ
い
て
の
特
性
、
導
入
促
進
の
た
め

の
営
業
活
動
面
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
、
メ
ー
カ

ー
講
師
を
招
聘
し
開
催
す
る
。■
メ
ー
タ
ー
等

操
作
ス
テ
ッ
カ
ー 

地
震
等
の
大
規
模
災
害
発

生
時
の
充
填
容
器
か
ら
の
ガ
ス
漏
れ
に
よ
る

二
次
災
害
を
防
止
す
る
た
め
の
バ
ル
ブ
閉
止

や
メ
ー
タ
ー
復
帰
等
の
基
本
操
作
や
連
絡
先

等
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
纏
め
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を

消
費
者
宅
に
配
布
（
台
所
等
に
添
付
を
要
請
）

す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費
者
に
よ
る
現
場
対

応
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
。
■
ガ
ス
放
出
防
止
型

ホ
ー
ス
設
置
推
進 

地
震
対
策
の
一
環
と
し

て
、
ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス
へ
の
転

換
促
進
を
加
速
さ
せ
る
。
■
緊
急
支
援
物
資
供

 

全
国
各
地
で
頻
発
す
る
大
小
の
地
震
、
ま
た
南
で
は
新
燃

岳
の
火
山
噴
火
、
北
で
は
雪
害
に
因
る
事
故
等
、
自
然
災
害

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
当
地
で
は
南
海
地
震
の
再
来
が
予
想

さ
れ
、
当
協
会
で
は
災
害
地
区
へ
の
応
急
生
活
物
資
の
輸
送

を
行
う
為
、
徳
島
県
と
そ
の
支
援
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

被
災
地
区
避
難
所
等
に
い
ち
早
く
支
援
物
資
を
輸
送
し
、
避

難
者
の
要
望
に
応
え
る
べ
く
支
援
活
動
で
す
。
こ
の
協
定
を

実
効
性
の
あ
る
活
動
と
す
る
為
、
模
擬
訓
練
を
三
月
上
旬
に

行
い
ま
す
。
こ
れ
が
円
滑
に
果
た
さ
れ
る
よ
う
、
皆
様
の
速

や
か
な
対
応
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

麻
野 

恰
弘
（
製
造
部
会
長
）

【
参
考
】 

▼ 

災
害
時
支
援
協
定
に
よ
る
応
急
生
活
物
資
輸
送
の
流
れ 

え
っ
と
ぶ
り
冬
号 

別
紙
版 

▼ 

応
急
生
活
物
資
の
備
蓄
確
認
・
輸
送 

連
絡
網 

別
添
（
Ａ
３
用
紙
） 

 

新
し
い
年
を
迎
え
て
憂
慮
す
べ
き
出
来

事
が
続
い
て
い
ま
す
。
豪
雪
や
新
燃
岳
の
噴

火
な
ど
の
天
変
地
異
に
思
い
も
よ
ら
な
い

被
害
に
あ
わ
れ
て
い
る
地
域
の
方
々
に
深

く
お
見
舞
い
申
し 

上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
わ
が
業 

界
も
一
月
Ｃ
Ｐ
が 

二
〇
〇
八
年
七
月 

ま
た
昨
年
十
二
月 

の
９
０
５
ド
ル
を 

上
回
る
９
３
５
ド 

ル
と
な
り
価
格
の 

値
上
げ
交
渉
に
頭 

が
痛
い
日
々
が
続 

い
て
い
ま
す
。
こ 

れ
は
輸
入
に
頼
ら 

な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
宿
命
で
は
あ
る 

の
で
し
ょ
う
が
、
で
き
る
こ
と
な
ら
ば
こ
の

際
に
原
料
費
調
整
制
度
な
ど
を
検
討
導
入

し
て
少
し
で
も
こ
の
労
力
を
削
り
、
目
前
の

課
題
で
あ
る
電
化
対
策
に
専
念
し
た
い
も

の
で
す
。 

 

こ
の
度
、
委
員
会
で
電
化
対
策
パ
ン
フ
レ

経
済
部
会
よ
り 

電
化
対
策
に
は
近
道
は
な
い 

総
務
部
会
よ
り

 

平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
一
日
理
事
、
監

事
、
支
部
長
合
同
会
議
に
於
い
て
平
成
二
十

三
年
度
事
業
計
画
策
定
方
針
に
つ
い
て
協

議
し
概
ね
次
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

応
急
生
活
物
資
の
備
蓄
確
認
と 

輸
送
訓
練
に
つ
い
て 

 

給
訓
練 

平
成
二
十
二
年
一
月
六
日
付
「
災
害
時
に

お
け
る
応
急
生
活
物
資
の
供
給
に
関
す
る
覚
書
細

則
」
の
実
現
性
を
点
検
す
る
た
め
備
蓄
事
業
所
の

供
給
訓
練
を
実
施
す
る
。
■
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
推

進
事
業 

エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の

共
通
事
業
と
し
て
ガ
ス
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
予
算

を
設
け
、
全
国
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
へ

の
参
加
促
進
等
を
行
う
と
も
に
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
向
上
の
た
め
の
社
会
貢
献
と

し
て
（
社
）
と
く
し
ま
森
と
み
ど
り
の
会
の
「
協

働
の
森
づ
く
り
」
等
を
支
援
す
る
。 

三
木 

仙
一
郎
（
総
務
部
会
長
）

 

ッ
ト
第
３
弾
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
編
を
作
成
し

て
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
が
、
購
入
し
て
い

た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
？ 

会
員
の
皆
さ
ま
「
電
化
対
策
に
は
近
道
は

な
い
の
で
す
」
お

客
様
を
訪
問
し

て
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
活
用
し
て

丁
寧
に
根
気
強

く
ガ
ス
の
良
さ

を
伝
え
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
力
の

大
小
が
成
果
を

決
め
る
の
で
す
。

泉 

雅
之 

（
経
済
部
会
長
）
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当
協
会
は
、
県
内
全
て
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消

費
先
に
お
い
て
、
充
填
容
器
と
調
整
器
、

集
合
装
置
を
連
絡
す
る
高
圧
ホ
ー
ス
等

を
、
ガ
ス
放
出
防
止
機
能
を
持
っ
た
構
造

に
切
換
え
て
い
く
こ
と
を
基
本
方
針
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
今
後
起
こ
り
得
る
東

南
海
・
南
海
地
震
へ
の
対
応
で
あ
り
、
こ

の
高
圧
ホ
ー
ス
等
の
機
能
に
よ
り
、
充
填

容
器
の
転
倒
等
で
生
じ
る
ガ
ス
漏
え
い
と

い
っ
た
二
次
災
害
を
防
止
で
き
ま
す
。 

 

期
限
切
れ
の
交
換
時
期
に
合
わ
せ
て
取

替
・
取
付
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
ピ
ー
ク
ま
で
あ
と
１
年
と
な
り
ま
し

た
。 

 
今
回
の
結
果
は
下
記
の
と
お
り
で
す

が
、
次
回
の
調
査
（
平
成
二
十
三
年
三
月

末
）
で
は
設
置
率
５
５
％
超
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
積
極
的
な
交
換
・
取
付

を
お
願
い
し
ま
す
。 

徳島県四国地区防災訓練 
平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
七
日
に

催
さ
れ
た
徳
島
県
高
圧
ガ
ス
地
域
防

災
協
議
会
が
主
催
す
る｢

平
成
二
十
二

年
度
四
国
地
区
高
圧
ガ
ス
防
災
訓
練｣

に
つ
い
て
で
す
。 

「
い
や
～
寒
か
っ
た
で
す
。」
四
年

に
一
度
回
っ
て
く
る
防
災
訓
練
で
す

が
、
風
が
強
く
体
感
温
度
が
ど
ん
ど
ん

下
が
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、

前
日
の
練
習
時
に
は
氷
点
下
じ
ゃ
な
い
か
と
思
わ

れ
る
く
ら
い
気
温
が
下
が
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
徳

島
南
・
西
・
北
の
３
支
部
の
皆
さ
ん
に
頑
張
っ
て
頂

き
ま
し
た
。 

訓
練
は
、
容
器
配
送
車
と
乗
用
車
の
衝
突
に
よ
っ

て
容
器
が
転
落
散
乱
し
、
そ
の
中
の
数
本
か
ら
液
状

の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
の
想
定
で
始
ま
り

ま
し
た
。
地
震
で
な
く
て
も
自
動
車
事
故
は
私
達
の

身
近
で
息
を
殺
し
て
出
番
を
待
っ
て
い
ま
す
。
実
際

に
南
部
や
西
部
で
は
同
じ
よ
う
な
事
故
が
発
生
し

ま
し
た
。
西
部
で
は
配
送
車
が
転
倒
し
た
事
故
も
あ

り
ま
し
た
。
幸
い
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
漏
え
い
は
無
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、
お
互
い
交
通
事
故
に
は
十
二
分
に
注

意
を
払
い
た
い
も
の
で
す
。 

乗
用
車
の
運
転
手
が
怪
我
を
し
、
当
然
、
配
送
車

の
乗
員
が
救
護
を
行
い
、
救
急
車
を
要
請
し
ま
す
。

そ
の
う
ち
緩
ん
だ
容
器
バ
ル
ブ
か
ら
液
状
の
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
が
漏
え
い
し
、
大
き
な
被
害
が
想
定
さ
れ
た
た

め
、
警
察
・
消
防
に
応
援
を
依
頼
し
ま
す
。
ま
た
、

エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
に
も
応
援
の
連
絡
を
入
れ
、
エ

ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
は
作
業
班
・
警
戒
班
・
検
知
班
・

広
報
班
を
結
成
し
事
故
現
場
に
派
遣
し
ま
す
。 

各
班
は
到
着
後
、
消
防
指
揮
隊
長
の
指
示
に
よ
り
テ

キ
パ
キ
と
各
自
の
作
業
を
こ
な
し
、
大
事
故
に
な
る

前
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
漏
え
い
が
止
め
ら
れ
、
無
事
に
訓

練
は
終
了
し
ま
し
た
。 

徳
島
県
で
は
、
過
去
に
今
回
の
訓
練
に
似
た
よ
う

な
容
器
転
落
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
実
際
に
数
本

か
ら
液
状
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
漏
れ
て
、
そ
れ
を
止
め
よ

う
と
し
た
配
送
車
の
運
転
手
が
両
手
に
重
度
の
凍

傷
を
負
い
ま
し
た
。
何
度
も
手
術
を
受
け
ま
し
た
が

完
全
に
は
元
に
戻
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

液
状
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
、
気
化
す
る
時
に
マ
イ

ナ
ス
４
２
度
と
い
う
低
温
に
な
り
ま
す
。
皮
膚
が
そ

の
ガ
ス
に
触
れ
る
と
急
激
に
体
温
が
低
下
し
凍
傷

に
な
り
、
皮
膚
が
壊
死
を
始
め
ま
す
。
雪
山
で
の
症

状
と
同
じ
で
す
。
革
手
袋
を
つ
け
て
い
る
と
若
干
長

い
時
間
作
業
が
出
来
ま
す
が
そ
の
皮
も
凍
り
ま
す
。

そ
ん
な
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
性
状
は
ま
た
今
度
に
し
ま
す
。

訓
練
に
参
加
し
て
頂
い
た
各
支
部
の
皆
さ
ん
、
協

会
の
皆
さ
ん
も
風
が
吹
く
寒
い
中
、
本
当
に
お
疲
れ

様
で
し
た
。
そ
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

野
口
久
司
（
保
安
部
会
長
）

第
十
三
回 

 

ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス
設
置
状
況 

調
査
報
告
書 

調査依頼事業所数 311、うち回答事業所数 296(回答率 95％) 
＊前回の回答事業所数 290(回答率 93％) 

ガス放出防止型高圧ホース(ガス放出防止器)平成 22 年 

9 月 30 日現在 
設置箇所数 

設置数 未設置数 設置率 

154,413 69,674 84,739 45.1％ 
一般住宅 

(154,719) (63,236) (91,483) (40.9) 

7,179 3,462 3,717 48.2％ 
集合住宅 

(7,054) (3,141) (3,913) (44.5) 

6,656 3,215 3,441 48.3％ 
業務用施設 

(6,641) (2,915) (3,726) (43.9) 

168,248 76,351 91,897 45.4％ 
合 計 

(168,414) (69,292) (99,122) (41.1) 
※(  )の数字は前回(平成 22 年 3月末)調査の数字です 
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